
別記様式第三号（第八条関係）

下記のとおり、特定既存住宅情報提供事業者団体登録簿の登載事項のうち、

(1)名称(略称を用いている場合には、名称及びその略称) (2)代表者 (3)役員等の氏名 (4)主たる事務所の所在地

について変更がありましたので、特定既存住宅情報提供事業者団体登録規程第８条第１項の規定により届け出ます。

○ 年 ○ 月 ○ 日

国土交通大臣 殿

届出者

※ ※

項番 ◎　名称

１１ － 年 月 日

※

◎　代表者に関する事項 変更区分

１２ Ｈ － ２ ９ 年 1 1 月 ０ 6 日 1 １．就退任  ２．氏名

代 表 理 事

カ ス ミ カ ゛ セ キ サ フ ゛ ロ ウ

霞 ヶ 関 三 郎

Ｓ － ４ 6 年 ０ 2 月 ０ １ 日

Ｈ － ２ ９ 年 1 1 月 ０ 6 日

代 表 理 事

カ ス ミ カ ゛ セ キ タ ロ ウ

霞 ヶ 関 太 郎 ※

Ｓ － ４ ０ 年 ０ 2 月 ０ １ 日

特定既存住宅情報提供事業者団体登録簿登録事項変更届出書
①　（１）から（４）までの事項については、該当するものの番号を○で囲む
　こと。

②　名称、主たる事務所、代表者の変更の場合は、変更後の内容を記入するこ
　と。

③　届出者は、＊印の欄には記入しないこと。

④　法人の場合は法人番号を記入すること。
　※法人番号とは、国税庁から指定・通知される13桁の番号。（商業登記簿の
　会社法人等番号12桁の左側に１桁を付加したもの）
　商号又は名称の「フリガナ」の欄は、カタカナで上段から左詰めで記入し、
　その際、濁点及び半濁点は１文字として扱うこと。なお、フリガナに法人の
　種類（イッパンシャダンホウジンなど）は記入しないこと。また、「商号又
　は名称」も、上段から左詰めで記入すること。

⑤　項番１２の届出は、次の区分に応じ、それぞれ当該区分に定めるところに
　より作成すること。
　ア　代表者に交代があった場合
　　「変更区分」の欄に「１」を記入するとともに、「変更後」の欄及び「変
　　更前」の欄の両方に記載すること。
　イ　代表者の氏名に変更があった場合
　　「変更区分」の欄に「２」を記入するとともに、「変更後」の欄及び「変
　　更前」の欄の両方に記載すること。

⑥　「変更年月日」及び「生年月日」の欄は、最初の□には下表より該当する
　元号のコードを記入するとともに、□に数字を記入するに当たっては、空位
　の□に「０」を記入すること。

⑦　氏名の「フリガナ」の欄は、カタカナで、姓と名の間に１文字分空けて左
　詰で記入し、その際、濁点及び半濁点は１文字として扱うこと。また、「氏
　名」欄も姓と名の間に１文字分空けて左詰めで記入すること。

名　　称

（Ａ４）

（第一面）

（01）

届出時の登録番号

代 表 者 の 氏 名 代表理事　霞ヶ関　太郎

一般社団法人霞ヶ関既存住宅流通協会

０３－５２５３－８１１１

所 在 地

東京都千代田区霞が関２－１－２
国土交通ビル1階１０２号室

名 称

郵 便 番 号

主たる事務所の

フリガナ

名　　称

略　　称

受付番号 受付年月日

電 話 番 号

ファクシミリ番号

変更年月日

法人番号

変
 
更
 
後

略　　称

変
更
前

確認欄

〒１００－８９１８

○○○○

０３－５２５３－１６２７

フリガナ

変
 
更
 
後

変更年月日

役　　名

フリガナ

氏    名

生年月日

変
 
更
 
前

変更年月日

役　　名

フリガナ 確認欄

氏　　名

生年月日

②

①

③

④

⑥
⑤

⑦
⑥



※ ※

項番 ◎　役員に関する事項 変更区分

２１ Ｈ － ２ ９ 年 1 1 月 ０ 6 日 1 １．就退任  ２．氏名

理 事

カ ス ミ カ ゛ セ キ タ ロ ウ

霞 ヶ 関 太 郎

Ｓ － ４ ０ 年 ０ ２ 月 ０ １ 日

Ｈ － ２ ９ 年 1 1 月 ０ 6 日

理 事

カ ス ミ カ ゛ セ キ サ フ ゛ ロ ウ

霞 ヶ 関 三 郎 ※

Ｓ － ４ 6 年 ０ ２ 月 ０ １ 日

変更区分

２１ － 年 月 日 1 １．就退任  ２．氏名

－ 年 月 日

Ｈ － ２ ９ 年 1 1 月 ０ 6 日

理 事

カ ス ミ カ ゛ セ キ シ ゛ ロ ウ

霞 ヶ 関 次 郎 ※

Ｓ － ４ ４ 年 ０ 2 月 ０ １ 日

（第二面）

（01）

変
 
更
 
後

変更年月日

役　　名

届出時の登録番号受付番号

変
 
更
 
後

生年月日

フ リ ガ ナ

氏　　名

氏 名

生 年 月 日

変更年月日

フ リ ガ ナ

氏 名

生 年 月 日

役　　名

フリガナ

確認欄

変更年月日

変
 
更
 
前

役 名

フリガナ

氏　　名

①　役員等に関する事項の欄は、第一面で代表者として記入した者について
　は記入しないこと。また、第二面に記載しきれない場合は、同じ様式によ
　り作成した書面に記載して当該面の次に添付すること。

②　届出者は、＊印の欄には記入しないこと。

③　項番２１の届出は、次の区分に応じ、それぞれ該当区分の定めるところ
　により作成すること。
　ア　代表者以外の役員に交代があった場合
　　「変更区分」の欄に「１」を記入するとともに、「変更後」の欄及び「
　　変更前」の欄の両方に記載すること。
　イ　代表者以外の役員に新たな者を追加した場合
　　「変更区分」の欄に「１」を記入するとともに、「変更後」の欄にのみ
　　記載すること。
　ウ　代表者以外の役員を削減した場合
　　「変更区分」の欄に「１」を記入するとともに、「変更前」の欄にのみ
　　記載すること。
　エ　代表者以外の役員の氏名に変更があった場合
　　「変更区分」の欄に「２」を記入するとともに、「変更後」の欄及び「
　　変更前」の欄の両方に記載すること。

④　「変更年月日」及び「生年月日」の欄は、最初の□には下表より該当す
  る元号のコードを記入するとともに、□に数字を記入するに当たっては、
  空位の□に「０」を記入すること。

⑤　氏名の「フリガナ」の欄は、カタカナで、姓と名の間に１文字分空けて左
　詰で記入し、その際、濁点及び半濁点は１文字として扱うこと。また、「氏
　名」欄も姓と名の間に１文字分空けて左詰めで記入すること。

変
 
更
 
前

変更年月日

生年月日

役 名

確認欄

受付年月日

○○○○

③

④

⑤

②

①



※ ※

項番 ◎　主たる事務所に関する事項

３１ Ｈ － ２ 9 年 1 1 月 ０ １ 日

３ ３ ０ － ９ ７ ２ ４

東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ２ － １ － ２

０ ３ － 5 2 5 3 － 8 1 1 1

Ｈ － ２ 9 年 1 1 月 ０ １ 日

東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ２ － １ － 1 ※

○○○○

電 話 番 号

①　届出者は、＊印の欄には記入しないこと。

②　項番３１の届出は、「変更後」の欄及び「変更前」の欄の両方に記載す
　ること。

③　「変更年月日」及び「生年月日」の欄は、最初の□には下表より該当す
　る元号のコードを記入するとともに、□に数字を記入するに当たっては、
　空位の□に「０」を記入すること。

④　「所在地」の欄は、「丁目」「番」及び「号」をそれぞれ―（ダッシュ
　）で区切り、上段から左詰めで記入すること。

⑤　「電話番号」の欄は、市外局番、市内局番、番号をそれぞれ―（ダッシ
　ュ）で区切り、左詰めで記入すること。

変
 
更
 
後

郵 便 番 号

変更年月日

受付番号 受付年月日

所　在　地

変
更
前

（第三面）

（01）

届出時の登録番号

変更年月日 確認欄

所 在 地④

③

①

②

⑤


